
広報なんたん4・5月号 18　

　平成22年４月１日に施行した南丹市市民参加と協働の推進に関する条例および南丹市市民参加と協働
の推進委員会設置要綱に基づき、このたび、南丹市の市民参加と協働の適切な推進を市民目線で図って
いただく機関として南丹市市民参加と協働の推進委員会が発足しました。

　皆さんこんにちは、協働推進係です。このコーナーは市民協働・市民参加に関するさまざまな
情報を市民の皆さんにお届けします。
　今回は先日発足した市民参加と協働の推進委員会についてご紹介します。

南丹市市民参加と協働の推進委員会が発足しました

■その役割は
　（1）  実施計画の審議および実施状況の調査に関すること
　　　行政が事業の推進にあたり、市民参加と協働の観点をどのように取り入れていくかの計画書を作成
　　　します。その計画書を市民の目線で審議・調査いただき意見などをいただきます。

　（2）  市民参加と協働の推進に関する施策の審議および調査に関すること
　　　市民提案型まちづくり活動支援交付金事業などの市民参加と協働の推進に関する施策や事業の審議
　　　や選考を行っていただきます。

　（3）  市民のまちづくり活動への参加の促進に関すること
　　　市民のさらなるまちづくり活動への参加について啓発・提案をいただきます。

　（4）  協働事業の推進に関すること
　　　行政の推進するさまざまな事業における適切な協働の推進について意見をいただきます。

　（5）  そのほか市民参加と協働の推進に関すること
　　　そのほか、市民参加と協働の推進についてさまざまな意見をいただきます。

今回お世話になる委員の皆さんを紹介します（敬称略）
　　委 員 長　　関　谷　龍　子（佛教大学）
　　副委員長　　秋　田　裕　子
　　委　　員　　片　山　和　宏
　　委　　員　　湯　浅　徳　子
　　委　　員　　高  御  堂  　厚
※任期は２年間となります。大変お世話になります。

■今後の予定

市民参加と協働の推進に関することは　地域振興課　℡０７７１－６８－００１９　まで
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市民参加と協働を適切に推進する第３者機関

　平成23年度事業において、行政が作成する市民参加と協働の実施計画を審議いただきます。また、市民の
皆さんから多く提案いただいた、平成23年度市民提案型まちづくり活動支援交付金事業において、選考委員
として参画いただき、市民の目線で事業を選考いただきます。そのほか、適切な市民参加と協働の推進を図
るため、必要に応じて会議を開催し、さまざまな意見や提案をいただく予定です。

「ものづくりのまち南丹市」を全国に発信

平成２３年１０月２９日～１１月６日
南丹市立文化博物館、国際交流会館、町家　ほかで開催

第２６回国民文化祭・京都２０１１
こころを整える～文化発心
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く
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工
房
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里
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南
丹
市
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、
「
新
光
悦
村
」
へ
の
工

場
な
ど
の
誘
致
や
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京
都
伝
統
工
芸

大
学
校
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の
立
地
、
そ
し
て
何
よ
り
さ

ま
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ま
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る
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人
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方
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南
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ド
と
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全
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そ
こ
で
、
市
内
で
活
躍
の
職
人
や
作

家
の
方
々
に
よ
る
作
品
の
展
示
会
を
、

城
下
町
の
風
情
を
残
す
園
部
町
本
町
周

辺
の
町
家
で
開
催
し
た
り
、
地
域
の
伝

統
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や
特
産
品
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加
工
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な
ど
〝
食

の
も
の
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く
り
〞
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つ
わ
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く
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さ
ら
に
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京
都
工
芸
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術
作
家
協
会

が
、
創
立
65
周
年
記
念
展
覧
会
を
巡
回

展
と
し
て
同
日
開
催
さ
れ
、
世
界
を
舞

台
に
活
躍
さ
れ
る
作
家
の
作
品
の
数
々

を
ご
覧
い
た
だ
け
る
会
場
を
設
け
ま

す
。

　
今
後
も
、
国
民
文
化
祭
に
関
す
る
情

報
は
、
広
報
な
ん
た
ん
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
の
国
民
文
化
祭
は
、
東
日
本
大

震
災
の
甚
大
な
被
害
に
よ
り
、
国
民
生

活
が
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
危
機
に
直
面
す
る
中
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
鎮
魂
の
祈

り
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
日
本
人
に
息

づ
く
文
化
の
心
に
よ
っ
て
、
立
ち
上
が

る
勇
気
と
元
気
を
奮
い
起
こ
し
、
共
に

心
一
つ
に
し
て
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と

を
決
意
す
る
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
く

も
の
と
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

150日前イベント『仁清まつり』
　京焼きの祖・野々村仁清の生誕の地で…
日時：5月22日（日）
　　　午前9時30分～午後4時30分
会場：大野ふれあい館と周辺（美山町大野）

100日前イベント
『夏休み ものづくり体験』（仮称）
　～体験しよう！いろいろなものづくり～
日時：7月23日（土）
　　　午前10時～午後3時（予定）
会場：南丹市国際交流会館

国民文化祭関連イベントのお知らせ

　
国
民
文
化
祭
は
、
日
本
全
国
で
い
ろ
い
ろ
な
文
化
活
動
に
親
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
々

が
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
の
成
果
を
発
表
し
あ
う
国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典
で
す
。
毎
年

各
都
道
府
県
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
、
本
年
度
は
、
10
月
29
日
か
ら
11
月
６
日
に
か

け
て
、
京
都
府
内
一
円
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
南
丹
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
行
政
、
関
係
機
関
の
代
表
者
な
ど
に
よ
る
実
行
委

員
会
を
組
織
し
て
、
南
丹
市
ら
し
い
祭
典
の
開
催
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。




